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　2008年10月31日に、AIBS学会の上海支部開設を記念 して、花園飯店(オ
ークラガーデンホテル上海)に お きま して、 日中エ グゼクテ ィブ ・セ ミナー
を開催 いた しました。一昨年の8月 に、亜細亜大学大学院アジア ・国際経営
戦略研究科 を母体 として、産業界のご支援 を受 けて設立 した本学会が僅か一
年後に中国で支部を開設で きましたことは感慨無量です。
　今、世界経済 は百年 に一度 と言われるほ どの厳 しい状 況にあ ります。 この
ような中で、少子 ・高齢化が確実 に進 む 日本 は、アジア諸国との協力関係 を
強化 して、共に繁栄 してい くとい う、"アジア との共 生"を 強 く意 識 しなけ
ればな りません。 と りわけ、アジアの生産ネ ッ トワークの中核 とな り、 さら
には市場 としての潜在性が極 めて高い中国とのパー トナーシ ップの強化 は不
可避 となってお ります。われわれの昨年末の 日本企業の中国事業展 開のア ン
ケー ト調査で回答 された104社の企業の うち、実に74%の企業が中国事業規
模の拡大 を考 え、縮小 したい とす る企業 は僅か2%に 過 ぎませ んで した。 し
か しなが ら、信頼 のおける中国側 のパー トナーがなかなか見つか らない と不
安 を抱 いていることも事実 です。 この現象 は中国側 も同 じで、本音 で 日本側
の良いパー トナーを探 してお ります。
　 この ような問題意識の下 に、 「日中のビジネス連携」 をテーマ に掲げ、両
国の経営者、中国の行政側 の方 をパ ネリス トに招 いて熱い論議 をセ ミナーで
交わせ ま した。 ビジネス連携 の基本 は、 お互い を知 り、信 頼関係 の基 に、
各々の異 なる強み を結 び付 けて、高付加価値の事業 を推進 してい くことであ
ります。セ ミナー を"ビ ジネスパー トナーのマ ッチ ングの場"と して も活用
願いたい と思います。 また、私が関わっている国 レベルの委員会で も、 中国
での環境調和型油 田開発の促進のための技術支援、あ るいは植物の遺伝子組
み換 えに よる健康食品の開発の問題等 々が論議 され、 日中の協力関係が構築
され始めてお ります。両 国間には難 しい問題 もあ りますが、互いに英知 を絞
って、将来を見据 えて前向 きに行動 してい く時代 に入って きてお ります。
　 今後の本学会の展開 として、将来的な中国の内陸部の発展 に注 目し、例 え
ば四川省 の成都 等で支部を開設 し、交流 を深めてい くことも考 え られ ます。
さらには、他のアジア諸国で も支部 を開設 し、信頼のネッ トワークを拡充 し
て、「アジアにおける教育 ・研究 のプラ ッ トフォーム」創 りに向けて遇進 し
てまい ります。
　 最後にな りま したが、上海支部開設 にご尽力 いただ きました、副会長の飯
高氏お よび支部長の李氏、そ して、基調講演 していただきま した伊藤忠商事
繊維 カンパニー中国戦略デ ィレクターの大月氏 は じめパ ネリス トの方々に感
謝申 し上げます。
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